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1基本的山口成形の土問問とし叩吋I期までは一

部で須恵器杯が， II・ V期は手担ねの京都型皿がみられる。古代後E期

は，伯香国庁のE群（10世紀前半）の資料に代表される〔倉吉市教育委員会1976〕。前代より続く高

台付きの土師器杯Bは，体部の直線的なもの以外に碗形態をとるものがあり，法量が減少し体部

の開く無高台の土師器杯Aと併行関係にあるとされる。また同様な資料は長瀬高浜遺跡 SF76・倉

吉打塚遺跡方形墳墓でもみられる〔橋本1993〕。

中世I期の資料は，八頭郡郡家町に所在する山田10号窯の須恵器杯があげられる〔郡家町教育委

員会1987〕。器形は高台の有無で分けられ，前者は体部下半が内管し，後者についても体部の直線

的なもの以外に内管して立ち上がるものがみられる。高台付きの製品については東海でみられる山

茶碗との類似が考えられ，熱残留磁気の年代も1090年を中心とした数値を示している。

中世E期は鳥取市菖蒲遺跡の SKOlがみられる〔鳥取市教育福祉振興会1994〕。長径 3m近い不整

楕円の士坑であり，炭化物と共に土器を多量に出土している。構成はロクロ成形で口径 8cmの土

師器皿が37点，口径14.4cmで体部の外上方に開いた土師器杯が15点，土師器鍋が3点， Hまたは

W類の白磁碗が1点である。鍋は外面がタテハケ・内面がヨコハケであり，短い口縁部を外折させ

た形態を呈する。白磁碗より時期は12世紀を中心とした位置におかれる。また倉吉市宮ノ下遺跡・

広瀬廃寺からは同時期の手控ね京都型皿が出土している〔橋本1993〕。

中世田期は倉吉市福本家ノ上古墓〔倉吉市教育委員会1993a〕 ・大日寺遺跡〔倉吉市教育委員会

1993b〕，淀江町小波原遺跡〔淀江町教育委員会1992〕などで13～14世紀代と思われる資料が出土し

ているが，詳細な時期は不明で、ある。大日寺遺跡の溝状遺構出土の土師器血・杯をみると，杯は口

径と底径の差がひろがり，体部は緩やかに内管しながら斜め上方へ開く。皿は底部が回転糸切りで

口縁部は短く開く。なお寺内廃寺〔鹿野町教育委員会1979〕の墓Eからは， E期前半の備前窯斐と

ロクロ成形の土師器皿，土師器脚付皿が出土している。

中世V期は城館を中心として，体部の聞いたロクロ成形皿および京都型手担ね皿が目立つ。倉吉

市山名氏館跡推定地〔倉吉市教育委員会1993〕からは，包含層および遺構から土師器皿が出土して

いる。器高の高い杯形をみれば，基本的にロクロ成形により，口径の大きな体部の大きく開いた製

品を見ることができる。底部内面の調整から 2類に分けられるが，他に京都のN～V期に比定され
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る手握ねと思われる皿も 2点みられる。なお小皿には灯明皿として使用されたもの，内面に墨の付

着したものがある。

他に米子城跡〔米子市教育文化事業団1993〕・大熊段遺跡（墓）〔鳥取県教育文化財団1986〕・天神

山遺跡〔鳥取市教育委員会1982〕・前田遺跡〔河原町教育委員会1983〕 ・秋里遺跡(1）〔鳥取市教育福祉

振興会1994〕〔鳥取県教育文化財団1990〕からロクロ成形皿以外に手提ね皿が，羽衣石城祉〔東郷町教

育委員会1993〕からロクロ成形皿が出土している。

I ｜土師器鍋と瓦器釜鍋から構成される。叩期以前の状況巾であ
煮蚊具 ｜ 

！る。中世E期は小波原遺跡が知られる。溝 1から土師器鍋が出土してい

る。京都型。

堀1から陶器四耳壷・青磁合子・青磁皿と共に土師器鍋，瓦器鍋・釜・播鉢が出土している。土

師器・瓦器鍋は，胴部が直立して口縁部が受け部状を呈するものと，丸底で口縁部の受け部状の屈

曲が弱いものに分けられ，前者は京都型の影響を，後者は古代以来の土師器聾に続く系譜を想定さ

せる。瓦器釜は京都型と播磨N期の製品に類似した形態に分けられる。布施遺跡の例とあわせて当

該製品が伯替地域のより独自の特徴を示すものと考えられる。この堀は小波城と考えられており，

文献では元弘の頃の記載がある。

また福本家ノ上古墓でも瓦質焼成の鍋が古墓などから出土している。頭部から口縁部が受け部状

を呈するもので，口縁部上端面のナデが強く，断面は凹縁状を呈し，前代の土師器鍋の口縁部形態

に類似する。時期は古墓の群の五輪塔から鎌倉時代と推定されている。他に福岡遺跡からも土師器

鍋が出土〔鳥取県教育文化財団1992〕している。

中世E期は布施遺跡〔鳥取県教育文化財団1981〕で瓦質焼成の鍋・釜・播鉢がみられる。鍋・釜は

いずれも池状遺構から出土し，その構成は京都型の鍋・釜と口縁部の内傾する形態の製品からなっ

ている。

このうち後者の器形は，讃岐・阿波でV期にみられる製品に類似するが，共伴する他資料と時期

が合わないため，播磨系あるいは足釜と考えた方がよいかもしれない。なお，同遺跡より箸・漆碗・

揺り目の無い瓦器播鉢の出土も知られている。また大日寺遺跡でも同時期と思われる瓦質焼成の釜

と鍋がみられる。鍋は内外面にハケ調整がみられず，ナデおよび指押さえが行われている。口縁部

は受け部状を呈するものの，「L」字状の屈曲は弱く，外折した口縁部の内面がナデにより凹線状

に仕上げられ，同様に上端面も強いナデにより縁帯の強調された形態を呈する。釜は口縁部が内傾

するもので，短い鍔が付けられている。

中世V期は天神山遺跡、の資料の中にみられる。構成は手控ね皿，箸，漆器碗，瓦器釜I，鍋6で

鍋が多い。鍋・釜共に京都型の範騰に含まれ，体部は外傾し，受け部の屈曲はU字状に変化する

ため， N期はその前段階の形態を推定することができょう。なお，秋里遺跡からはH～V期におよ

ぶ資料をみることができ，縦耳の石鍋，足釜も出土している。また米子城からは瓦器播鉢も出土し

ている。

EからE期の聞に変化期がみられそうである。食膳具は杯形主流から皿形主流への転換があり，

煮炊具では古代以来の丸胴型で口縁部がL字を呈する鍋が，釜と受け部状口縁のいわゆる京都で

みられるような形態に転化する。また土師器京都型皿が大熊段遺跡では墓の供献品としてみられる
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がこの状況がその機能に意味をもつものかどうか興味深いところである。

•········・H・－出雲・石見（島根）

広江耕史により整理がおこなわれている〔広江・片岡1988〕〔広江1992〕。基本的にロクロ成形の土

師器杯による。

古代後E期は池の奥2号墳周溝内および大坪3号墳の資料がみられ，器種は無高台杯・高台杯・

高高台杯から構成される。無高台杯は須恵器杯の器形に近く，器高が高く口径と底径の差の少ない

ものであるが，体部は中位で屈曲または轡曲する。高台杯は体部の内轡した，いわゆる碗形態を呈

し，特に大坪3号墳の資料は灰紬陶器碗に対比されると言う。高高台杯は体部上半が外反してのび

るもので，東日本と共通する器形である。時期は前者が11世紀，後者が10世紀前半に考えられてい

る。

中世I期は石台遺跡・古市遺跡があげられる。無高台の杯は器高を減じ，体部中位の屈曲が著し

くなる。高高台杯についても同様な傾向がうかがわれ，杯部の血化が進む。またこの時期疑似（柱

状）高台の皿もみられる。

H期は西石橋遺跡・的場遺跡・天満谷SDOlを代表とする。的場遺跡の土壌墓からは同安窯系青

磁碗が出土しており， 13世紀代の年代がおかれる。土師器杯は底部外面に回転糸切り痕を残し，体

部は緩やかに内轡し，端部を外反ぎみに仕上げる。天満谷遺跡SDOlからは，土師器疑似高台皿，

体部の聞いた土師器杯および高台付き杯，白磁碗・四耳壷など12世紀を中心とする資料が出土し，

なかでも土師器杯は同時期の播磨系須恵器碗の器形と対比される。なお同時期の他遺跡としては，

松江市出雲国庁祉・国分寺社・国分尼寺・石台遺跡，斐川町西石橋遺跡，三万屋町京殿遺跡，太田

市笹川遺跡，浜田市石見町国府跡があり，西石橋遺跡からは墓と推定される土壌から土師器碗・皿，

鉄万が出土し， 12世紀後半～13世紀初頭の時期が推定されている。

E期は黒田畦遺跡・京殿遺跡がみられる。土師器杯は器高および，口径と底径の差を減じ，体部

外面に稜をもっO

N期は上久々茂土居跡・大峠遺跡〔島根県教育委員会1994〕でN・V期の中国陶磁器をはじめと

し，器高が減少し，大きく外に開く形の土師器杯が知られる。

V期を代表する遺跡は富田城および富田河床遺跡の土師器皿〔島根県教育委員会1984〕と出雲市

小山遺跡出土の土師器皿〔岡崎1992〕である。前者は京都型の手控ね皿が多いのに対し，後者は京

都型を意識した底部ヘラ切りの在地産の皿である。いずれも大きく開く体部を特徴としている。

なお，川原和人・桑原真治らにより斐川町西石橋遺跡の資料をもとにした10～14世紀の大綱がま

とめられている〔川原・桑原1987〕。

次に煮炊具についてみると， 12世紀を中心とした時期では石台遺跡で土師器鍋がみられる。轡曲

して外上方へ立ち上がる体部と外折する口縁部から構成され，口縁部は受け部状にやや屈曲してい

る。内外面ともに丁寧なハケ調整が行われる。ついで天満谷SB03の西側石列からは土師器鍋が2

点出土している。底部は丸みを帯び，直線的な体部と受け部状だが屈曲の緩やかな口縁部からなる。

口縁はヨコナデ，体部は外面が縦位の，内面が横位のハケ調整である。 N・V期は上久々茂土居跡
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をはじめとする城館跡を代表とする。鍋は体部が外斜し，口縁部の屈曲がほとんど退化した防長系

の瓦器鍋・足鍋が出土している。

以上よりまとめれば，食膳具にみられる画期は中世IからE期の段階およびWからV期の段階に

あり，前者は高台付き形の消滅，後者は杯形から皿形への転換で表現される。

煮炊具は天満谷遺跡の一部の資料にあるような，口縁部を「L」形に屈曲させた鍋も存在すると

ころから，古代に遡及する土師器聾の存在を想定することもできるが，中世II・ ill期を中心として，

土師質焼成ではあるが京都的な受け部状口縁の鍋を軸としており，そこには，日本海側に共通する

傾向を看取することができるものと言えよう。

なお天満谷遺跡は，他に常滑窯斐・三筋壷，瀬戸窯四耳壷，山茶碗なども出土しており，同遺跡

が広範な交易の手段をもっていた環境をうかがうことができる。

また他に，茶釜は益田市三宅御土居跡から，石鍋は浜田市下府廃寺，古市遺跡，鰐石遺跡，鹿足

郡六日市町九郎原E遺跡，出雲市大梶古墳，松江市夫敷遺跡などでみられる。

一方木製品は，タテチョウ遺跡〔島根県教育委員会1992〕から平安時代の木器椀.llilが出土。内

外面ともに黒色化されており，一部で漆と思われる黒色付着物も認められている。

註

(1）一一〔鳥取市教育福祉振興会1994〕では B-I区の 紀），曲物が， B-II区からは縦耳の石鍋， B-ll区の

SE07から常滑窯菱（13世紀），土師器京都型皿（16世 SK15からは土師器鍋，足釜などが出土している。
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